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2024年度 スポーツとジェンダーに関する会員の研究成果 

※ 情報提供のあった業績のみ掲載、アルファベット順、敬称略 

※ 研究業績は原則として、『スポーツとジェンダー研究』投稿規定の文献記載の方法によ

ることとするが、修正等によるミスを防ぐため申請通り記載した。 

 

〈新井喜代加〉 

新井喜代加（2024）米国のタイトルナインに基づくスポーツとジェンダー平等政策：スポー

ツの参加機会の平等をめぐって．体育・スポーツ政策論叢， 4(1): 23-34，

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jspehsspesp/4/1/4_23/_article/-char/ja/ 

 

〈範麗娟〉 

範麗娟（2024）現代中国の中高年女性はなぜ伝統太極拳に向かうのか：洛陽市の陳氏太極拳

教室を事例として．女性学年報 45: 73-93, https://www.jstage.jst.go.jp/article/arws/45/0/45_7

3/_article/-char/ja 

 

〈井谷惠子〉 

井谷惠子・井谷聡子・関めぐみ・三上純（2025）『どうして「体育嫌い」なんだろうージェ

ンダー・セクシュアリティの視点が照らす体育の未来』大修館書店． 

井谷惠子（2025）「<登壇者抄録>学校体育におけるトランスジェンダーの児童・生徒の困難

と求められる対策」スポーツとジェンダー研究．Vol.23. pp.未定． 

井谷惠子（2024）「スポーツウォッシングって」ウォロ．No.558. p.10． 

 

〈井谷聡子〉 

井谷惠子・井谷聡子・関めぐみ・三上純（2025）『どうして「体育嫌い」なんだろうージェ

ンダー・セクシュアリティの視点が照らす体育の未来』大修館書店． 

井谷聡子（2024）「トランス排除の潮流－－脅かされて いるのは『女子スポーツ』ではない」

『世界』983：59-66． 

井谷聡子（2024）「「パリ 2024－女子ボクサーへの複合差別からトランス差別と「女性解放」

を考える－」『ひょうご部落解放』189：29-39． 

 

〈加藤凌〉（https://researchmap.jp/ryo27） 

加藤凌（2024）男女共習の視点からみた中学校保健体育科の各領域における授業の実施形態

に関する現状分析．鹿児島国際大学福祉社会学部論集 43(1):2-14. 

加藤凌（2024）男女共習授業の学習評価をめぐる課題と検討すべきこと．体育科教育 72(9):16-

20. 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jspehsspesp/4/1/4_23/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/arws/45/0/45_73/_article/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/arws/45/0/45_73/_article/-char/ja
https://researchmap.jp/ryo27
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加藤凌・佐藤善人（2025）男女共習体育授業の授業観に関するジェンダーの視点からの考察：

中学校保健体育教師に焦点をあてて．東京体育学研究 16:印刷中. 

 

〈三上純〉（https://researchmap.jp/j-mikamika） 

Mikami, J. (2024) Gender/Sex in Studies of  School Athletic Club Activities: A Critical Review. In

ternational Journal of  Sport and Health Science 22: A1-A18.（二次出版論文）．（https://www.jstage.

jst.go.jp/article/ijshs/22/0/22_21146/_article）． 

三上純・山脇佳（2024）運動・スポーツ活動における性的マイノリティの困難な経験につい

て：niji VOICE 2023に寄せられた自由記述の分析から．年報カルチュラル・スタディーズ

12: 57-79. 

三上純（2024）学びのスイッチ―男女共同参画 A to Z― 教科に潜むジェンダー 第 5回 体育

科．We learn (843): 14-15． 

井谷惠子・井谷聡子・関めぐみ・三上純（2025）どうして「体育嫌い」なんだろう：ジェン

ダー・セクシュアリティの視点が照らす体育の未来．大修館書店． 

三上純（2025）体育教師志望のプロセスに関するフェミニスト的考察：身体の抑圧に抗する

ための体育の実現に向けて．大阪大学大学院人間科学研究科博士論文． 

三上純（2025）第 1 回 イントロダクション：私たちの立つ「位置」を知ること（連載「マ

イノリティの声が照らし出す体育教師のポジショナリティ」）．体育科教育 73(4): 42-44. 

三上純（2025）体育教師教育におけるジェンダー規範の問い直しの不／可能性：体育教師志

望のプロセスに着目した分析から．スポーツとジェンダー研究 23）（印刷中）． 

三上純（2025）体育科教育とジェンダー．スポーツ社会学事典．丸善出版（印刷中）． 

 

〈佐野信子〉 

佐野信子（2024）「ジェンダー平等推進に寄与する学校体育の在り方の一提案 ～「男女共習

体育」を包含する「ジェンダー平等な体育」について～」『スポーツウエルネス学部紀要』

第 1号，pp.45‐49立教大学． 

佐野信子（2024）「ジェンダー平等の観点からみた体育の男女共習の成果と課題」『体育科教

育』９月号，pp.17‐19大修館書店． 

佐野信子(2024) 書評； 岡田桂，山口理恵子，稲葉佳奈子（2022）『スポーツと LGBTQ＋

～シスジェンダー男性優位文化の周縁～』晃洋書房．『年報 体育社会学』vol,5，株式会

社杏林書院，pp.95‐96 

 

〈申恩真〉（https://researchmap.jp/shin9） 

申恩真（2025）女性アスリートのキャリア. スポーツ社会学事典（日本スポーツ社会学会編）. 

丸善出版（印刷中：2025年 3月 19日刊行予定）． 

申恩真（2025）スポーツ指導者間のジェンダーギャップ. 北星論集（経済学部）64(2)（印刷

https://researchmap.jp/j-mikamika
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ijshs/22/0/22_21146/_article
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ijshs/22/0/22_21146/_article
https://researchmap.jp/shin9
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中：2025年 3月 15日刊行予定）． 

 

〈高峰修〉 

高峰修（2025）セックスとジェンダーの違いをどのように考えるか―社会的に構築されるジ

ェンダーとセックス―．子どもと発育発達 22(2): 78-83 

高峰修（2025）部活動地域移行にみる生徒の安心・安全課題についての検討：地域スポーツ

現場で起こった性的暴行事例を参考に．年報体育社会学 6. 

高峰修（2025）女性スポーツ政策．日本スポーツ社会学会編．スポーツ社会学事典．丸善出

版，pp.130-131. 

 

〈建石真公子〉 

建石真公子「性別変更における生殖不能要件の合憲性−性同一性障がい者特例法 1条３項と

『自己の意思に反して身体の侵襲を受けない自由』（最高裁判所大法廷２０２３年１０月

２５日決定）」国際人権 35号(2024年)（pp.73-75） 

建石真公子(2024)「ヨーロッパ人権裁判所における DSDs アスリートの権利の保護と限界―

キャスター・セメンヤ対スイス事件に関するヨーロッパ人権裁判所 2023 年 7 月 11 日判

決(Mokgadi Caster Semenya v. Switzerland, no. 10934/21)について―」、『令和 5年度 日本スポ

ーツ協会スポーツ医・科学研究報告 IV』(pp.32-39)。 

 

〈谷木龍男〉 

高尾将幸・谷木龍男・秋吉遼子 (2024) 性的マイノリティ当事者が組織化する草の根スポー

ツ活動 : "ゲイバレー"を事例に. スポーツ社会学研究 32(2): 39-52. 

 

〈來田享子〉 

人権の尊重に責任あるスポーツの未来に向けて～オリンピックムーブメントにおける過去

と現在を手がかりに～（基調講演記録）（2024）陸上競技学会誌 Vol.22（1）103-107. 

生涯スポーツのプロモーション：多様性へのプロモーション（2024）川西正志他監・著、北

村尚浩他編『生涯スポーツ実践論 : 生涯スポーツを学ぶ人たちに』、市村出版、pp.239-243. 

來田享子（2024）「性の多様性に関する IOC の枠組み（2021 年 11 月）」以降の IF および諸

外国の NF の対応事例、令和 5 年度 日本スポーツ協会スポーツ医・科学研究報告Ⅳ体

育・スポーツにおける暴力・虐待・差別等の人権侵害防止に関する調査研究〜“Sport in 

Life”の基盤を形成する安心・安全なスポーツ環境の構築に向けて～–第 2報、pp.21-31. 

來田享子（2024）日本のスポーツ界のジェンダー平等に向けて何が必要とされているか．現

代スポーツ評論 50: 45-61. 

來田享子（2025）人権とスポーツの歴史、日本スポーツ社会学会編『スポーツ社会学事典』、

丸善出版、pp.24-25. 
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來田享子（2025）性別確認検査と DSDs、日本スポーツ社会学会編『スポーツ社会学事典』、

丸善出版、pp.134-135. 

木村吉次・田原淳子・來田享子編著（2025）『体育・スポーツ史概論（改訂 4 版）』（第 3 章

に「女性のスポーツ参加」の項あり）市村出版. 


